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成果公開有償利用

生体分子のセンシング・動態制御を指向した人工分子リガンドの創出

micrOTOF、BIACORE 分子間相互作用解析装置、全自動ウエスタンシステム JESS

細胞上の受容体に結合するアプタマーやタンパク質などの生体分子に結合する小分子・ペプチド・タンパク質について、BIACORE分子

間相互作用解析装置を用いて、標的タンパク質への結合能を評価した。さらに、これらの分子が細胞に及ぼす影響を評価するために、

全自動ウエスタンシステム JESSを用いた細胞内タンパク質挙動の分析を行った。また、相互作用解析に使用した小分子・ペプチドに関

しては、HRMSの取得を行うために、microTOFによる精密質量の分析を行なった。
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本研究で取り組んだ核酸アプタマーは、疾患治療のための細胞開発やセンサーなどへの利用が期待される。また、小分子・ペプチドに

関しては、がん治療のための薬剤シーズとしての利用が期待される。
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